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恥172号 昭和61年9月15日

　　一住民検診一
　今年も8月18日から27日まで住民検
診がおこなわれ、大勢の人が受診しま
した。

　医学が進歩したとはいえ、病気、特
に成人病予防には日頃から自分自身で
健康管理をすることが何よりも大切で
す。これを機会に健康について、あら
ためて考えてみてください。

〔8月1日現在人口〕 男5，237人女5，313人計10，550人（前月比十22人）
世帯数2，725（前月比十6）

●発行所

●発行人

埼玉県大里郡江南町役場

江南町長柴田忠雄
●電話0485（36）1521
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の

　
　
　
ん
”

　　若い世代に

おじいちゃん

　
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
ま
た
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老
人
福
祉
週
間
」

で
す
。
今
回
、
八
十
八
歳
（
米
寿
）
以
上
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
撮

ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
年
寄
畦
は
、
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
だ
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
■

長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
今
日
ま
で
つ
ち
か
っ
て
き
た
“
知

識
と
経
験
〃
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
、
お
年
寄
り
の
生
が
い
に
な
る
と
同
時
に
、
世
代
を
超
え
た
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ

い
。
　
（
年
齢
は
八
月
三
十
日
現
在
で
す
。
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　
先
頭
に
立
と
う

　
定
年
な
ど
で
第
一
線
の
職
場
生
活
か

ら
退
い
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
決
し
て

社
会
そ
の
も
の
か
ら
引
退
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て

き
た
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
、
広
く
社

会
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。

　
い
ま
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
権
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
充
実
し
、
い

っ
そ
う
キ
メ
細
か
な
施
策
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
行
政
が
肩
代
わ

り
で
き
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
人
間
的

な
つ
な
が
り
に
よ
る
連
帯
感
の
共
有
、

情
緒
的
な
心
の
安
定
、
孤
独
を
い
や
し

て
く
れ
る
仲
間
意
識
、
生
き
る
気
持
ち

の
張
り
…
…
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
す
べ

て
ユ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
は
、
そ
の

　
　
　
Q
O

地
域
に
長
く
住
み
、
し
か
も
十
分
な
余

暇
が
あ
り
、
豊
か
な
社
会
的
経
験
を
も

つ
人
が
適
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
最
も
よ
く
満
た
し

て
い
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
で
す
。
大
い
に
地
域
社
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
一
方
で
は

自
分
自
信
の
生
き
が
い
の
創
造
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
。

　
お
年
寄
り
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
が

十
分
に
生
か
さ
れ
な
い
の
は
、
大
き
な

社
会
的
損
失
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
中
心
的
な

役
割
は
自
分
た
ち
が
担
う
ー
そ
う
い

う
自
覚
を
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂田ますさん96

　押切130

●

○

関ロせいさん94

　押切2528
福田けいさん93

　成沢215
高橋ふ志さん93
　須賀広573

福田勝次郎さん92

　上新田253－1

高橋嘉四郎さん92

　須賀広285

長谷川登美さん91

　三本665
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町の老人福祉事業
●敬老年金

　長寿のお祝いの年金として、70
歳から79歳まで4，000円、80歳か
ら84歳まで5，000円、85歳以上の
かたに6，000円支給します。
●ねたきり老人手当
　65歳以上のかたで、身体が不自

由でねたきりの状態が6ヶ月以上
続いているかたに対しては、その
手当として月額2，000円を支給し
ます。

●老人家庭奉仕員派遣
　老人で、ひとり暮らしのかたや
身のまわりの世話をする人のいな
い世帯で、日常生活に支障のある
場合には、老人家庭奉仕員派遣の
制度があります。民生委員さんに
相談してください。
●老人クラブの育成
　町内に、17老人クラブが結成さ
れており、レクリェーションなど
の活動を積極的に展開しています。
●「敬老の日」記念晶の贈呈
　70歳以上のかたには、，敬老の日

に記念品をお贈りいたします。
●老人センター「江南荘」

　町内の60歳以上のかたに江南荘
の利用券を発行しております。
　お年寄りを対象に健康の増進、
教養の向上、レクリェーションな
どで盛況な毎日です。

●老人医療制度
　68歳以上のかたは、老人医療受
給者証の交付により、外来の場合
医療機関ごとに1ヶ月400円、入院
の場合は二ヶ月を限度に1日300円
の負担で治療ができるというもの
です。

わい
た主

を
ノ
ラ
猫
に

し
な
い
で
ね

広報こうなん（3）

新井つやさん90

　上新田98

飯塚徳次郎さん90

　小江川604

萩原いぢさん88
　成沢447－2

滝田とよさん88

　樋春339

柴　ゆわさん88

　柴156－1

福田はなさん90

　成沢385

松本ヤス子さん90

御正新田576

　惣難難籔『
吉野もんさん89
　板井1106－1

柴田彦一さん88

　上新田150

橋本おかさん88
　御正新田1231

瀬携携鋲蘇．，

馬場こうさん91

　樋春832

叢、

萎

馬場志乃さん90

　樋春1058

飯塚いそさん89

　小江川604

　　雛

関ロ久平さん88

　成沢972

橋本ふささん88
　御正新田1179
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重
点
目
標

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正

　
し
い
着
用
の
徹
底

◎
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
の
交
通

　
事
故
防
止

◎
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
速
度
違
反
・

　
飲
酒
運
転
等
、
無
謀
運
転
の
追
放

九
月
二
十
二
日
～
二
十
七
日
受
付

　
次
の
と
お
り
昭
和
六
十
一
年
度
江
南

町
職
員
採
用
試
験
を
行
鹸
ま
す
。

■
職
務
内
容
及
び
採
用
予
定
人
員

　
一
般
行
政
事
務
　
若
干
名

■
受
験
資
格

　
男
女
問
わ
ず
次
の
方
が
受
験
で
き
ま

す
。●
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
（
学
歴
不
問
）

■
試
験
の
日
時
及
び
場
所

①
筆
記
試
験

●
日
時
に
、
・
十
一
月
九
日
（
日
）

●
場
所
：
：
吹
上
町
立
吹
上
中
学
校

⑭
口
述
試
験
・
身
体
検
査

●
日
時
：
：
十
一
月
二
十
日
の
予
定

●
場
所
：
：
江
南
町
役
場

■
合
否
の
発
表

　
十
一
月
下
旬
に
応
募
者
及
び
推
せ
ん

学
校
に
通
知
。
合
格
者
に
つ
い
て
は
江

南
町
役
場
に
掲
示
。

■
受
験
手
続

　
応
募
書
類
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し

て
江
南
町
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
に
よ
り
申
し
込

む
場
合
、
封
筒
の
表
に
（
採
用
試
験
）

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
九
月
二
十
二
日
か
ら
九
月
二
十
七
日

ま
で
受
付
、
平
日
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
九
時
か

ら
正
午
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
九

月
二
十
七
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
る
。

■
応
募
書
類
の
請
求

ω
高
等
学
校
卒
業
見
込
の
者
は
各
高
等

学
校
に
備
え
付
け
て
あ
る
、
各
高
等
学

校
就
職
統
一
用
紙
を
学
校
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

⑭
そ
の
他
の
者
ば
、
江
南
町
役
場
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
注
意

ω
応
募
書
類
を
受
理
し
た
場
合
は
受
験

票
を
交
付
し
ま
す
。

⑭
こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
間
合
せ
は
、

江
南
町
役
場
総
務
課
へ

　
　
費
〇
四
八
五
1
三
六
ー
一
五
二
一

　
　
　
　
　
内
線
二
六
・
二
七

）

）

○
試
験
日

第
一
次
十
一
月
五
日

　
第
二
次
　
十
一
月
十
八
日

○
試
験
の
場
所
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部

○
募
集
の
職
種
　
消
防
士
（
男
子
）
若
干
名

○
受
験
資
格

　
一
、
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
各
市

　
　
町
村
及
び
隣
接
市
町
村
（
た
だ
し
、

　
　
群
馬
県
太
田
市
を
除
く
。
）
に
居
住

　
　
す
る
方
。

　
二
、
高
等
学
校
を
卒
業
又
は
卒
業
見

　
　
込
み
の
方
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の

　
　
方
と
同
程
度
以
上
の
学
力
の
あ
る

　
　
次
の
方
。

　
　
●
　
高
校
卒
　
昭
和
四
十
二
年
四

　
　
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
四

　
　
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

　
●
　
短
大
卒
　
昭
和
四
十
年
四
月

　
　
二
日
か
ら
昭
和
四
十
二
年
四
月

　
　
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

　
●
　
大
学
卒
　
昭
和
三
十
八
年
四

　
　
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
年
四
月

　
　
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

三
　
身
長
百
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
以
上
の
身
体
強
健
で
消
防
活
動
に

　
耐
え
ら
れ
る
体
力
を
有
す
る
方
。

　
（
た
だ
し
、
色
盲
、
色
弱
、
視
力

　
は
両
眼
と
も
裸
眼
で
○
・
六
以
下
、

　
内
臓
疾
患
者
、
聴
力
異
常
者
等
を

除
く
）

四
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
●
　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
。

　
●
　
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
に

　
　
」
　
　
）

　
　
　
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
す

　
　
　
る
方
。

O
受
験
申
込
書
の
交
付

　
　
受
験
申
込
書
の
用
紙
は
、
熊
谷
地

　
区
消
防
本
部
総
務
課
、
熊
谷
消
防
署

　
中
央
分
署
、
玉
井
、
荒
川
、
大
里
、

　
江
南
出
張
所
、
妻
沼
消
防
署
の
ほ
か

　
妻
沼
町
、
江
南
町
、
大
里
村
役
場
で

　
も
交
付
し
ま
す
。

○
申
込
書
の
受
付

　
十
月
二
十
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま

　
で
（
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
。
）

◎
詳
細
は
、
熊
谷
地
区
消
防
本
部
へ

　
盈
二
二
－
四
四
四
四

　
（
内
線
二
〇
五
・
二
〇
七
）
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▲　家庭看護教室（7／18）

○

（1

▲商工会青年部主催納涼盆おどり大会（8／13）

　　’翁難甕……難巴、灘．難難　、．箋．一

▲　上押切でミニ運動会（7／27）

▲千代地区のみなさんによるくさかり（8／17）

▼青少年相談員キャンプ（8／9・10）

1（

（
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　　　糧、馨’、丁、講、講、　i■期日　　　　　i81－3241〕電気技術科●自動車整i
　　　l　　　　　　　　、　．臨・　　　　：　11月1日（土）、2日（日）、3日　：備科（2年制）・建築設計科・経　：

　　　i　現代の白と黒　　　　i一毒般昌）　　　　　　i響讐韓発購馨矯科0イi

　　　i■期日　　　　　　　　　　　　　i　国籍・年齢・性別等一切間わず　i　　〔大宮高等技術専門校費0486－　i
　　　i　　昭和61年10月5日（日）～12月　i健康な人　　　　　　　　　　　　i63－0191〕自動車整備科（2年制）i
　　　i　14日（日）　　　　　　　　　　i■コース　　　　　　　　　　　i20名、　〔川越高等技術専門校費04i
　　　i　　休館日　月曜日、祝日の翌日　i　第1日目鳥羽井沼・岩殿コース　i92－35－7070〕電気制御回路組立　i
　　　i　（但し、10月11日と11月3日・24i　（南コース）　　　　　　　　　　i科20名　　〔東松山高等技術専門校i
　　　i　日は開館）　　　　　　　　　i　第2日目笛吹峠・嵐山コース（i翻0493－22－0412〕電子機器科20名　i
　　　：■会場　　　　　　　　　　　　　i西コース）　　　　　　　　　　　1　　〔熊谷高等技術専門校費0485－　i
　　　i　　埼玉県立近代美術館　　　　　i　第3日目大里・森林公園コース　i32－6559〕自動車整備科・機械製　i
　　　i　　埼玉県浦和市常盤9－30－l　i　（北コース）、3日間それぞれ毎　i図科各20名　　　　　　　　　　　i
　　　i　　aO488－24－0111　　、　　i日50・40・30・15キロの4つのコ　i　　〔春日部高等技術専門校費0487i
　　　i■観覧料　　　　　　　　　　　　i一スを設定　　　　　　　　　　　i－37－3511〕自動車整備科（2年　i
　　　i　　一般500円（400円）　　　　　i■申し込先　　　　一　　　　　　i制）20名　　　　　　　　　　　　i
㌧
扇
　
　 i　　大高生400円（300円）　　　　i　〒355東松山市松葉町1－1－58i■応募方法　　　　　　　　　　　i
　　　i　　中小生300円（200円）　　　　i東松山市教育委員会内　　　　　　i　IO月1日から27日までに、希望・i
　　　i　　（）内は団体20名以上　　　　i　　費0493－23－2221　　　　　iする専門校又は公共職業安定所へ　i
」ノi■展示作家・点数　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　i■選考日　　　　　　　　　　　　i

　　　i　　吉原治良、斉藤義重、因藤壽　i　　　　　　　　　　　　　　　　i　昭和61年11月17日（月）　　　　i

　　　i膨丁讐》ζ二2葛錦勢i　職業訓練生　i■肇蕪議（国言吾．数学）及び面i

　　　i　一二等、約80作家、約100点　　i■応募資格　　　　　　　　　　　i接試験　　　　　　　　　　　　　i
　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　i　高校卒業した者（原則として30i■入校時期　　　　　　　　　　　i
　　　i第9回日本スリーデー　　i歳以下の者）、又は来年3月卒業見i　昭和62年4月　　　　　　i
　　　i　　　　　　　　　　　　　　　i込みの者　　　　　　　　　　　i■問合せ　　　　　　　　　　　i
　　　i　マーチに参加しよう　i■募集科目及び定員等　　　　i　各専門校・県職業能力開発課　1
　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　i　　〔中央高等技術専門校雪0487－　i　　台0488－22－7212　　　　　i

　　　埼玉県
警察本部

箭
夢

　
　
　
　
　
　
　
磯
鑓

　
　
　
　
埼
玉
県
警
察
本
部
で
は
、

広
く
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
極
左
暴
力
集
団
に
関
連

す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、
　
「

極
左
暴
力
集
団
二
〇
番
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
極
左
暴
力
集
団
は
、
皆
さ
ん
の
周
り
で
一
見
善
良

な
市
民
を
装
い
、
目
立
た
な
い
生
活
を
し
な
が
ら
、

爆
発
物
や
ロ
ケ
ッ
ト
弾
発
射
装
置
な
ど
一
歩
ま
ち
が

え
れ
ば
無
差
別
殺
人
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
危
険
な

武
器
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
発
射
し
て
お
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
現
在
、
こ
う
し
た
「
テ
ロ
」
、
　
「
ゲ

リ
ラ
」
事
件
を
多
発
さ
せ
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
身
近

で
、　
　
　
　
●
　
対
応
に
出
て
も
、
部
屋
の
中
を
見

　
　
　
　
　
せ
よ
う
と
し
な
い
。

●
生
活
が
不
規
則
で
何
を
し
て
い
る
の

　
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

●
　
部
屋
の
中
か
ら
薬
品
の
臭
い
が
し

　
た
り
、
深
夜
、
物
を
叩
い
た
り
、

　
金
属
を
切
る
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
る

　
こ
と
が
あ
る
。

●
　
出
入
り
の
際
に
、
周
囲
を
警
戒
す

　
る
。

な
ど
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
さ
れ
た
場

合
は
、
ど
ん
な
さ
細
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ノ

『
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
（
噸
）
倉
舗
）

　
〔
七
月
中
届
出
〕

成
沢

　
廣
澤
　
直
紀
　
　
長
男
（
信
夫
）

　
堀
川
　
泰
弘
　
　
長
男
（
忠
吉
）

樋
春

　
大
野
　
孝
夫
　
　
長
男
（
光
夫
）

押
切

　
松
岡
　
純
子
　
　
長
女
（
隆
）

干
代

　
　
櫻
井
　
明
恵
　
　
長
女
（
俊
夫
）

須
賀
広

　
　
田
中
　
正
失
　
　
長
男
（
薫
義
）

献
血
功
労
者
（
団
体
）
の
表
彰

　
さ
る
七
月
十
八
日
、
埼
玉
会
館
で
「

愛
の
血
液
助
け
合
い
の
集
い
」
が
開
か

れ
、
献
血
功
労
者
と
し
て
次
の
皆
さ
ん

が
、
厚
生
大
臣
お
よ
び
日
本
赤
十
字
社

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

○
銀
色
有
功
章
（
献
血
三
十
回
以
上
）

　
大
字
千
代
六
十
四
i
四

　
　
　
　
　
　
鈴
木
正
敏
さ
ん

　
　
大
字
成
沢
三
五
一
－
二

　
　
　
　
　
　
福
田
邦
夫
さ
ん

○
厚
生
大
臣
感
謝
状

　
　
ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
㈱
江
南
工
場




